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国立大学法人和歌山大学宿舎取扱要項 

制  定 平成１６年 ４月 １日 

法人和歌山大学規程第  ８９ 号 

最終改正 令和 ３年 ５月２８日 

 （宿舎の事務） 

第１条 宿舎の事務は施設整備課において行うものとする。 

 （貸与の資格等） 

第２条 宿舎の貸与を受ける資格を有する者は、国立大学法人和歌山大学宿舎規程（以下「宿

舎規程」という。）第３条に定める役員及び教職員等（以下「役員及び教職員等」という。）

とする。 

 （貸与者の選定） 

第３条 財産管理担当役は、役員及び教職員等が宿舎の貸与を希望するときは、宿舎貸与申

込書を提出させるものとする。 

  

第４条 財産管理担当役は、次条により規定する選定基準により貸与予定者の順位を決定す

るものとする。 

 （選定基準） 

第５条 宿舎の貸与を希望する者の選定基準は、別表第１に定める各採点数の合計点を基準

点とする。ただし、次の各号に掲げるものにあっては、各採点数の合計点のほか、当該各

号に掲げる点数を加算した合計点を基準点とする。 

（１） 採用、転入、配置換による者  １５点 

（２） 結婚による者         １０点 

 

２ 基準点の合計が同点の場合は、当該宿舎の貸与を希望する者の間において、くじにより

決定するものとする。 

 （貸与の特例） 

第６条 次に掲げる者のうち宿舎の貸与を希望するものには、前条の規定に関わらず優先し

て宿舎を貸与することができる。 

（１） 学長 

（２） 理事及び監事（非常勤を除く。） 

（３） 災害等により居所を無くした者 

 （貸与の申請及び承認） 

第７条 宿舎の貸与を受けようとする者は、入居を希望する１５日前までに宿舎貸与申請書

を提出しなければならない。 

２ 財産管理担当役は、宿舎貸与申請書に基づき、宿舎の貸与を承認したときは宿舎貸与承

認書を貸与の承認を受けた者（以下「被貸与者」という。）に交付する。 

 （自動車の保管場所申請及び承認） 

第８条 被貸与者が保有する自動車の保管場所として貸与を申請しようとするときは、入居

を希望する１５日前までに宿舎（自動車の保管場所）貸与申請書を提出しなければならな

い。 

２ 財産管理担当役は、宿舎（自動車の保管場所）貸与申請書に基づき保管場所の貸与を承
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認したときは、宿舎（自動車の保管場所）貸与承認書を被貸与者に交付する。 

３ 被貸与者は、宿舎（自動車の保管場所）貸与申請書記載事項のうち、自動車の車名・型

式、登録番号等に変更が生じた場合は、自動車登録番号等届出書を提出しなければならな

い。 

 （入居期限及び入居届等） 

第９条 被貸与者は、承認された入居日から１０日以内に宿舎に入居しなければならない。 

２ 被貸与者は、宿舎に入居したときは、速やかに宿舎入居届を提出しなければならない。 

 （入居期限の延期の申請及び承認、又は貸与の取消） 

第１０条 被貸与者は、入居期限日までに当該宿舎に入居できないやむを得ない事由がある

ときは、宿舎入居期限延期申請書を提出しなければならない。 

２ 財産管理担当役は、宿舎入居期限延期申請書に基づき宿舎の入居期限の延期を承認した

ときは、宿舎入居期限延期承認書を被貸与者に交付する。 

３ 財産管理担当役は、被貸与者が入居期限日までに宿舎に入居しないときは、その承認を

取消することができる。 

 （同居の申請及び承認） 

第１１条 被貸与者は、主として、その収入により生計を維持する者以外の者を臨時に同居

させようとするときは、同居を希望する日の７日前までに宿舎同居申請書を提出しなけれ

ばならない。 

２ 財産管理担当役は、宿舎同居申請書に基づき事情を調査し、宿舎設置の目的に反せず、

かつ、その理由がやむを得ないと認め承認したときは、宿舎同居承認書を被貸与者に交付

する。 

 （自宅保有の有無） 

第１２条 被貸与者は、宿舎貸与申請書記載事項のうち、２（自宅保有の有無）について変

更が生じた場合は宿舎貸与申請変更届出書を提出しなければならない。 

 （明渡しの立合） 

第１３条 被貸与者が、宿舎の明け渡しをしようとするときは、施設整備課担当者が立合う

ものとする。 

２ 財産管理担当役は、施設整備課担当者から立会の報告を受け、点検確認の結果、被貸与

者の負担で補修又は取替等を要すると認めた場合は補修等をさせるものとする。 

 （明渡猶予の申請及び承認） 

第１４条 宿舎規程第１４条第１項の規定により宿舎を明渡さなければならない者が、その

該当することとなった日から２０日以内に、当該宿舎を明渡すことができない理由がある

ときは、被貸与者等は宿舎明渡猶予申請書を提出しなければならない。 

２ 財産管理担当役は、宿舎明渡猶予申請書に基づき承認をした場合は、宿舎明渡猶予承認

書を被貸与者に交付する。 

 （模様替等及び承認） 

第１５条 被貸与者は、自己の負担で、その貸与を受けた宿舎に仮設物を設置し、又は模様

替をしようとするときは、設置又は模様替を希望する１５日前までに宿舎模様替等申請書

を提出しなければならない。 

２ 財産管理担当役は、宿舎模様替等申請書に基づき、模様替工事の施工を承認したときは、
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宿舎模様替等承認書を被貸与者に交付する。 

 （修繕の申立） 

第１６条 財産管理担当役は、被貸与者から当該宿舎の修繕を要する旨の申出を受けたとき

は、必要に応じて宿舎修繕依頼書を提出させ、修繕の必要があり、被貸与者がその費用を

負担する軽微な修繕の範囲外と認めたときは本学の経費において修繕を行う。 

 （被貸与者が費用を負担する修繕の範囲） 

第１７条 被貸与者が費用を負担する範囲については、「国家公務員宿舎に係る原状回復等

の取扱いについて」通達を準用する。 

 （宿舎使用料の算定） 

第１８条 宿舎使用料算定基準については、当分の間、国家公務員宿舎法を準用し、学長が

決定する。 

   附 則 

 この取扱要項は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年７月２３日一部改正：法人和歌山大学規程第９４７号） 

 この改正要項は、平成２１年７月２３日から施行し、平成２１年４月１日から適用する。 

附 則（平成２３年１１月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第１２３０号） 

 この改正要項は、平成２３年１１月２８日から施行する。 

 附 則（平成２５年３月２２日一部改正：法人和歌山大学規程第１４２６号） 

この改正要項は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年５月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第２３５４号） 

この改正要項は、令和３年５月２８日から施行し、令和３年４月１日から適用する。
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別表第１（第５条第１項関係） 

    採点数 

 

事項 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

現居宅状況 公営住宅 借家  
民間アパ

ート 
同居 借間    立退 

１人当り畳数  
４畳以上

５畳未満 
  

３畳以上

４畳未満 
  

２畳以上

３畳未満 
 ２畳未満 

本俸対家賃比  
１０％以

上 
 

１５％以

上２０％

未満

 

２０％以

上２５％

未満

 

２５％以

上３０％

未満

 
３０％以

上 

同居者数 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上      

通勤時間 

３０分以

上６０分

未満

 

６０分以

上９０分

未満

 

９０分以

上１３０

分未満

 
１３０分

以上 
   

本学勤務年数 １年未満 
１年以上

４年未満 

４年以上

７年未満 

７年以上

１０年未

満

１０年以

上 
     

提出時からの 

経過年数 
１年未満 

１年以上

２年未満 

２年以上

３年未満 

３年未満

４年以上 
４年以上      

１．本俸対家賃比は（家賃－住居手当）／本俸とする。 

２．同居者数には本人を含む。 

３．採用、転入、配置換、結婚による者は、第５条第１項に掲げる加算点を、その該当するとなった日から起算して１年間を保

持することができる 

 

 

 


